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 (1) 研究の目的 

近年，各地の沿岸域において貧酸素水塊の発生，底生生物数の激減等の環境悪化が顕在化している．

この要因の一つとして，海水中の溶存酸素濃度の低下による底泥中での硫化物の生成が考えられる．

そのため，硫化物濃度が環境指標の一つとして用いられ現地で試料を採集し，室内で定量分析する手

法が一般的である．しかし，この手法では，多大な労力・時間を要するため調査域の縮小，調査間隔

の拡大が必要となり，海域底質の時・空間変動を捉えることは困難である．沿岸域の環境を評価し，

環境悪化の進行を抑制するためには，沿岸域の環境実態と様々な負荷要因の継続的なモニタリングの

実施と伴に，取得されたデータの簡便・効率的分析手法が求められている．そこで本論では，底泥表

層の硫化物濃度の推定手法の開発を目的として，その試料を採集・分析し，土色計及びデジタル画像

の表色系と硫化物濃度の関係について検討した． 

(2) 研究の内容  

底泥の採集位置は，水深 60～5ｍ，硫化物濃度 0.31～0.02mg/gdry を示す八代海 22 地点とした．ス

ミス・マッキンタイヤ型グラブを使用し，1 地点当り 2 個の不撹乱の底泥表層試料を採集した．採集

直後に底泥表面をデジタルカメラで撮影し，表面の 5 ヶ所で色相を MINOLTA 製土色計で計測した．ま

た，硫化物濃度の試料は，表層より 5cm までを採取し，亜鉛アンミン溶液で固定後，冷暗保存にて持

ち帰り分析依頼した．底泥表面を計測した土色計の表色系の平均値及びデジタルカメラ画像より求め

た表色系と硫化物との関係を検討した．底泥表面のデジタル画像は，撮影画像から日射の影響等を除

去した画角を用いた．データ処理は，画像の RGB 平均値から XYZ・L*a*b*・HSV 表色系に変換し，各表

色系を主成分分析により共通要素を抽出することで説明変数を決定した．この表色系を説明変数とし

た硫化物濃度推定式は，重回帰分析で残差平方和を基準とした段階的手法による最良回帰式とした． 

(3) 主要な結論  

土色計のマンセル色相及び L*a*b*表色系と硫化物濃度の関係より，各表色系は回帰直線周辺に分布

した．データの範囲内で色相 a*，彩度 b*との相関係数 r が 0.7以上となり，底泥の表色系と硫化物濃

度には，有意な関連性があることが分かる．デジタル画像の表色系を主成分分析した因子負荷量の分

布から L*,a*,b*,H を説明変数とし，各説明変数と硫化物濃度との関係を示す．図より r は，土色計値

と比較し低い値を示した．推定式の説明変数として a*,b*,L*が選定され，重相関係数 Rは，土色計 0.79，

デジタル画像 0.52 を示す．本手法では，八代海 22 個のデータから土色計・デジタルカメラ画像の表

色系より，硫化物濃度は推定可能であることを示せた．しかし，推定式定数の物理的意味及び精度等

には議論の余地があり，今後，研究の蓄積が必要になると考えられる． 
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